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東
京
都
医
師
会
は
、
４
月
９
日

（
火
）
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
た
。

冒
頭
、
４
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
公
的
支

援
が
終
了
し
て
通
常
診
療
に
戻
っ

た
が
、
依
然
と
し
て
３
０
０
０
人

程
度
の
感
染
者
数
の
報
告
が
あ
る

こ
と
か
ら
引
き
続
き
注
視
し
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。

ま
た
、
紅
麹
を
含
む
い
わ
ゆ
る

健
康
食
品
の
摂
取
が
原
因
と
疑
わ

れ
る
健
康
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
概
説
し
た
。
健

康
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
に
は
法

的
な
定
め
は
な
い
。い
ず
れ
も「
一

般
食
品
」
に
分
類
さ
れ
、
国
の
制

度
に
基
づ
き
機
能
性
等
を
表
示
す

る
３
種
類
の
「
保
健
機
能
食
品
」

と
、
機
能
表
示
が
で
き
な
い
そ
の

他
に
分
類
さ
れ
る
。「
早
く
効
果

を
得
た
い
と
適
量
を
超
え
て
摂
取

し
て
し
ま
う
人
も
い
る
こ
と
か

ら
、
結
果
と
し
て
サ
プ
リ
メ
ン
ト

の
方
が
健
康
被
害
が
多
い
傾
向
に

あ
る
」
と
述
べ
た
。

健
康
食
品
の
摂
取
と
因
果
関
係

が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も
あ
る

が
、
副
作
用
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
医
薬
品
の
服
用

と
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
重
大
な

副
作
用
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
も
あ

る
。「
そ
の
こ
と
を
理
解
し
、
も

し
身
体
の
不
調
等
を
感
じ
た
ら
速

や
か
に
か
か
り
つ
け
医
や
薬
剤
師

に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
」「
医

療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
、
医

師
や
薬
剤
師
へ
健
康
食
品
や
サ
プ

リ
メ
ン
ト
を
摂
取
し
て
い
る
こ
と

を
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

食
品
と
医
薬
品
の
役
割
の
違

い
、
保
健
機
能
食
品
の
制
度
に
加

え
、
有
効
性
や
安
全
性
が
科
学
的

に
示
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
見
極

め
て
活
用
し
て
い
く
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
の
向
上
が
望
ま
れ
る
。

本
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
は
定
期
接
種
Ｂ
類
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
等
が
接
種
対
象
と
な
る
。
ま

た
、
原
則
有
償
（
各
自
治
体
に
お

い
て
設
定
し
た
自
己
負
担
額
）
と

な
り
、
接
種
を
受
け
る
努
力
義
務

や
自
治
体
か
ら
の
接
種
勧
奨
の
規

定
は
な
い
。

平
川
副
会
長
は
、
厚
労
省
の
示

し
た
資
料
を
元
に
「
入
院
や
重
症

化
の
患
者
は
依
然
と
し
て
存
在

し
、
そ
の
う
ち
８
割
を
60
歳
以
上

が
占
め
て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

ま
た
、
我
が
国
の
高
齢
者
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
は
高
く
、死
亡
者
数
・

死
亡
率
の
低
減
要
因
に
な
っ
て
い

る
と
推
察
さ
れ
る
が
、「
高
齢
者

の
抗
体
価
は
若
年
者
よ
り
低
く
、

減
衰
も
速
い
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
間
隔
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
」

と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
有
償
と
な
っ
た
患
者
負

担
増
に
伴
う
接
種
率
の
低
下
を
危

惧
し
、
高
齢
者
等
の
感
染
弱
者
に

対
す
る
公
的
支
援
の
上
乗
せ
検
討

と
高
齢
者
等
医
療
支
援
型
施
設
の

再
稼
働
を
要
望
し
た
。

医
療
Ｄ
Ｘ
の
根
幹
と
な
る
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
本
年
１
月
時
点
の
導
入
状

況
は
、
保
険
医
療
機
関
・
薬
局
全

体
で
90
％
、
義
務
化
対
象
施
設
で

は
98
％
に
の
ぼ
り
、
都
内
病
院
で

は
95
・
８
％
、
医
科
診
療
所
で
は

84
・
７
％
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

佐
原
博
之
日
本
医
師
会
常
任
理
事

の
資
料
に
基
づ
き
、
能
登
半
島
地

震
で
は
本
シ
ス
テ
ム
の
災
害
モ
ー

ド
が
役
立
っ
た
と
報
告
し
た
。
ま

た
、
標
準
型
電
子
カ
ル
テ
で
は
、

３
文
書
（
健
康
診
断
結
果
、
診
療

情
報
提
供
書
、
退
院
時
サ
マ

リ
ー
）、
６
情
報
（
傷
病
名
、
ア

レ
ル
ギ
ー
、
感
染
症
、
薬
剤
禁
忌
、

血
液
検
査
、処
方
）
が
共
有
さ
れ
、

普
及
の
遅
れ
て
い
た
医
療
情
報
共

有
を
可
能
と
す
る
想
定
で
あ
る
と

説
明
し
た
。

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
都
内
40
施

設
で
稼
働
し
て
４
つ
の
異
な
る
病

院
電
子
カ
ル
テ
を
連
結
し
て
お

り
、
28
病
院
で
情
報
開
示
、
８
病

院
・
４
診
療
所
で
情
報
閲
覧
さ
れ

て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
が
異
な
っ
て

も
画
像
閲
覧
が
可
能
と
な
り
、
救

急
時
に
転
院
前
の
相
談
を
電
子
カ

ル
テ
上
で
行
え
る
機
能
実
装
を

見
込
ん
で
お
り
、
能
登
半
島
地
震

で
は
同
様
の
機
能
と
い
え
る
緊

急
時
連
携
が
役
立
っ
た
と
説
明

し
た
。

麻
疹
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
比
較

し
て
も
き
わ
め
て
感
染
力
が
強

い
。
日
本
は
２
０
１
５
年
に
麻
疹

排
除
国
と
認
定
さ
れ
た
が
、
以
降

も
輸
入
に
よ
る
麻
疹
ウ
イ
ル
ス
の

伝
播
に
よ
っ
て
流
行
を
繰
り
返
し

て
い
る
。
麻
疹
排
除
国
を
維
持
す

る
た
め
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
数
値
と
し

て
抗
体
保
有
率
を
「
95
％
以
上
」

と
示
し
て
い
る
が
、
現
在
、
２
期

の
接
種
率
が
95
％
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
４
月
か
ら
の

２
期
の
接
種
開
始
に
伴
い
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
そ
の
も
の

が
不
足
し
て
い
る
。
大
人
に
つ
い

て
は
母
子
手
帳
や
接
種
済
み
票
な

ど
の
記
録
を
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
接
種
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

に
ワ
ク
チ
ン
が
回
る
よ
う
、
ま
ず

は
抗
体
検
査
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
子
育
て
世
代
に
向
け
て

「
母
子
手
帳
は
一
生
の
宝
物
で
記

録
に
な
る
」「
失
く
さ
ず
、
都
度

見
返
し
て
不
足
し
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
が
な
い
か
を
確
認
し
て
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
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４
月
13
日
（
土
）、
元
東
京
都

医
師
会
監
事
・
元
浅
草
医
師
会�

会
長
で
あ
る
椿
哲
朗
先
生
の
受
章

を
祝
う
会
が
都
内
ホ
テ
ル
に
て
開

催
さ
れ
た
。

開
会
の
挨
拶
と
し
て
、
浅
草
医

師
会
お
よ
び
東
京
都
医
師
会
を
代

表
し
て
佐
々
木
聡
東
京
都
医
師
会

理
事
か
ら
椿
先
生
の
経
歴
と
地
域

医
療
へ
の
貢
献
が
紹
介
さ
れ
た
。

発
起
人
を
代
表
し
て
尾
㟢
治
夫�

東
京
都
医
師
会
長
か
ら
は
「
野
中

イ
ズ
ム
の
中
で
義
兄
弟
」
と
数
十

年
に
わ
た
る
熱
い
関
係
に
つ
い

て
、
服
部
征
夫
台
東
区
長
か
ら
は

台
東
区
に
お
け
る
椿
先
生
の
存
在

の
大
き
さ
と
感
謝
の
想
い
が
語
ら

れ
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
⻆
田
徹
日
本

医
師
会
副
会
長
、
羽
生
田
た
か
し

参
議
院
議
員
か
ら
東
京
医
大
同
窓

と
し
て
の
あ
た
た
か
い
言
葉
が
贈

ら
れ
、
誰
も
が
憧
れ
る
椿
先
生
の

ス
マ
ー
ト
さ
や
聡
明
さ
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
会
場
の
全
員
が
再

認
識
し
た
。
可
愛
ら
し
い
３
人
の

お
孫
さ
ん
か
ら
の
花
束
贈
呈
に
続

き
、
椿
先
生
か
ら
謝
辞
と
し
て
こ

れ
ま
で
の
地
域
医
療
に
対
す
る
熱

い
想
い
と
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
さ
せ
る
お
話
が
あ
っ
た
。

山
崎
薫
浅
草
医
師
会
顧
問
の
乾

杯
に
よ
り
華
や
か
で
和
や
か
な
祝

宴
へ
と
移
り
、
浅
草
芸
妓
連
が
踊

り
を
披
露
し
た
。
会
場
で
は
椿
先

椿
哲
朗
先
生 

旭
日
双
光
章
受
章
を
祝
う
会

生
ご
夫
婦
や
芸
妓
衆
を
囲
ん
で
歓

談
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
た
。
結
び

に
、
堀
浩
一
朗
浅
草
医
師
会
長
か

ら
椿
先
生
の
偉
大
さ
と
包
み
込
む

よ
う
な
包
容
力
、
そ
し
て
優
し
さ

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
ユ
ー
モ
ア
に

富
ん
だ
挨
拶
が
あ
り
、
会
場
は
笑

顔
で
あ
ふ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

は
お
開
き
と
な
っ
た
。

壇上の椿先生ご夫婦

医
師
会
共
同
利
用
施
設
と
い
う

も
の
が
あ
る
。「
医
師
会
が
設
立

ま
た
は
運
営
主
体
で
あ
り
、施
設
・

病
床
・
医
療
機
器
な
ど
を
地
域
の

医
師
会
員
が
共
同
し
て
利
用
す
る

施
設
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
形

態
と
し
て
は
「
形
態
１
：
医
師
会

員
が
診
療
等
の
た
め
共
同
利
用
で

き
る
施
設
」と
し
て
医
師
会
病
院
、

検
査
・
健
診
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

「
形
態
２
：
医
師
会
員
の
診
療
等

を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
」
と
し

て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
主
に

在
宅
医
療
に
関
係
す
る
施
設
な

ど
が
あ
る
。

東
京
都
で
は
現
在
計
86
の
施
設

が
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内

訳
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

32
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
23
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
10
な
ど

形
態
２
に
分
類
さ
れ
る
施
設
が
多

い
。一
方
で
検
査
・
健
診
セ
ン
タ
ー

は
９
カ
所
で
、
医
師
会
立
病
院
は

板
橋
区
医
師
会
１
カ
所
の
み
で
あ

る
。
も
う
一
つ
東
京
都
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
あ
る
が
、
こ

ち
ら
は
東
京
都
が
設
立
し
、
東
京

都
医
師
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て

運
営
し
て
い
る
も
の
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
全
国
に
は
65
の
医

師
会
病
院
が
あ
る
が
、
東
京
以
北

が
17
カ
所
あ
る
一
方
で
、
東
京
以

南
は
48
カ
所
と
西
高
東
低
で
あ

る
。
特
に
九
州
圏
内
に
は
32
の
医

師
会
病
院
が
あ
り
、
中
で
も
鹿
児

島
県
が
11
カ
所
と
多
い
。
そ
の
鹿

児
島
県
は
医
師
会
加
入
率
が
約

90
％
と
大
変
高
い
こ
と
で
知
ら
れ

て
お
り
、
理
由
と
し
て
大
学
病
院

時
代
か
ら
医
師
会
に
は
加
入
す
る

こ
と
が
当
り
前
に
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
れ

ま
で
の
長
年
の
取
り
組
み
に
よ
る

医
師
会
組
織
率
の
高
さ
と
医
師
会

病
院
数
が
多
い
こ
と
は
あ
な
が
ち

無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
現

在
検
討
さ
れ
て
い
る
医
師
会
組
織

力
強
化
と
い
う
意
味
で
も
、
医
師

会
共
同
利
用
施
設
の
存
在
意
義
は

小
さ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
医
師
会
共
同
利
用
施
設

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
医
療
・
地
域

包
括
ケ
ア
を
支
え
る
役
割
を
果
た

し
て
き
た
が
、
近
年
は
民
間
業
者

と
の
競
合
や
利
用
す
る
会
員
の
減

少
な
ど
、
経
営
上
の
厳
し
さ
か

ら
そ
の
存
続
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
今
後
の
少
子
・
超
高

齢
化
の
進
展
に
お
い
て
「
面
と
し

て
の
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
を
発

揮
す
る
た
め
に
も
、
地
域
の
医
師

が
連
携
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
の

医
師
会
共
同
利
用
施
設
の
形
態
だ

け
で
な
く
、
新
た
な
展
開
を
図
る

こ
と
が
有
用
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
遠
隔

画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
の
共
同
運
用

や
、
在
宅
医
療
強
化
事
業
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発

な
ど
、
複
数
の
医
師
会
が
施
設
だ

け
で
な
く
事
業
を
共
同
し
て
運
営

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

医
師
会
共
同
利
用
施
設
は
そ
の

形
態
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
医

師
会
と
し
て
の
役
割
の
強
化
、
そ

し
て
か
か
り
つ
け
医
機
能
・
地
域

包
括
ケ
ア
の
推
進
に
貢
献
で
き
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。改
め
て「
医

師
会
共
同
利
用
施
設
」
の
あ
り
方

に
つ
い
て
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
う
次
第
で
あ
る
。

�

（
佐
々
木�

聡
）

医
師
会
共
同
利
用
施
設
は
、新
た
な
展
開
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、医
師

会
の
役
割
の
強
化
、か
か
り
つ
け
医
機
能
の
推
進
に
寄
与
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

医
師
会
共
同
利
用
施
設
の

新
た
な
展
開
について

地区医師会長
連絡協議会報告
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定
締
結
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

　

東
京
都
よ
り
本
年
度
の
医
療
措

置
協
定
締
結
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
の
で
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
た
。

（
２
）
東
京
都
肝
疾
患
診
療
連
携

拠
点
病
院
が
実
施
す
る
研
修
の
御

案
内
に
つ
い
て

　

本
研
修
は
、
東
京
都
肝
疾
患
診

療
連
携
拠
点
病
院
に
お
い
て
、
肝

炎
医
療
の
均
て
ん
化
、
医
療
水
準

の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
し

て
い
る
。
７
月
28
日
（
日
）
に
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
に
お
い
て
研
修

会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
ご
案
内

し
た
。

（
３
）２
０
２
４
年
世
界
禁
煙
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て

　

東
京
都
医
師
会
で
は
、
禁
煙
推

進
企
業
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
共
催

で
「
２
０
２
４
年
世
界
禁
煙
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
」
を
５
月
31
日
（
金
）

午
後
２
時
よ
り
開
催
す
る
。
多
数

の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た

く
、
貴
会
会
員
へ
の
周
知
を
お
願

い
し
た
い
。

（
４
）
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
東
京
都
医
師
会
の
対
応

～
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
関
連
～
に
つ
い
て

　

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
本
日

ま
で
の
東
京
都
医
師
会
の
対
応
を

報
告
し
た
。
ま
た
、
日
本
医
師

会
よ
り
依
頼
の
あ
っ
た
５
月
の

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
に
つ
い
て
協
力
を

求
め
た
。

（
５
）
動
け
る
医
ケ
ア
児
を
支
援

で
き
る
小
児
科
医
・
一
般
内
科
医

養
成
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

　

保
育
園
・
学
校
等
に
通
え
る「
動

け
る
医
ケ
ア
児
」
の
た
め
に
、
園

医
、
学
校
医
、
か
か
り
つ
け
医
と

し
て
の
相
談
対
応
や
外
来
受
診
対

応
に
必
要
な
知
識
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
た
研
修
会
を
５
月
11
日

（
土
）
午
後
３
時
か
ら
集
合
形
式

で
開
催
す
る
の
で
、
多
く
の
会
員

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

（
６
）
令
和
６
年
度
版
死
亡
診
断

書
（
死
体
検
案
書
）
記
入
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て

　

本
年
度
版
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
厚

労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ

れ
た
の
で
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
個
人
情
報
の
滅
失
に
つ
い
て

�

（
新
宿
区
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

①
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て�

（
荏
原
医
師
会
）

②
第
十
三
回
大
田
区
医
学
会
に
つ

い
て�

（
大
森
医
師
会
）

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

①
八
王
子
市
学
校
医
・
養
護
教
諭

連
絡
会
に
つ
い
て

�
（
八
王
子
市
医
師
会
）

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

�

（
小
平
市
医
師
会
）

（
２
）
令
和
６
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
“
若
手
医
師

の
挑
戦
”」
に
つ
い
て

　

冒
頭
に
、
新
地
区
医
師
会
長
の

紹
介
が
あ
り
、廣
部
誠
一
会
長（
都

立
病
院
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
令
和
６
年
度
医
療
措
置
協

都医HP・Eメール
■ ホームページアドレス
 https://www.tokyo.med.or.jp

■ Eメールアドレス jimu@tokyo.med.or.jp
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ます。
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横
沢
入
里
山
保
全
地
域
は
、

Ｊ
Ｒ
五
日
市
線
武
蔵
増
戸
駅
か

ら
徒
歩
15
分
の
距
離
に
位
置

し
、
７
つ
の
谷
戸
か
ら
成
り
立

つ
美
し
い
里
山
で
す
。
か
つ
て

は
田
畑
が
放
置
さ
れ
、
自
然
が

荒
廃
し
て
い
ま
し
た
が
、
都
の

保
全
事
業
に
よ
り
田
ん
ぼ
が
再

生
さ
れ
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
力
で
里
山
の
景
観
が

回
復
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
は
環
境
庁
に
よ
っ

て
生
物
多
様
性
保
全
上
重
要
な

里
地
里
山
と
認
定
さ
れ
、
東
京

都
で
第
一
号
の
「
里
山
保
全
地

域
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
明

る
く
開
け
た
雑
木
林
や
水
田
、

池
、
湿
地
な
ど
が
保
全
さ
れ
て

お
り
、
モ
ザ
イ
ク
状
の
土
地
利

用
が
続
い
て
い
ま
す
。

里
山
の
魅
力
は
そ
の
豊
か
な

生
態
系
に
あ
り
ま
す
。
多
様
な

哺
乳
類
、
鳥
類
、
爬
虫
両
生
類
、

そ
し
て
昆
虫
が
生
息
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
カ

エ
ル
の
繁
殖
期

に
は
谷
戸
で
の

産
卵
行
動
や
、

ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ

リ
、
ア
ズ
マ
ヒ

キ
ガ
エ
ル
の
姿

が
見
ら
れ
ま

す
。
６
月
に
は

モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
の
卵
塊
や
ト

ン
ボ
の
群
れ
が

湿
地
を
彩
り
、
夏
の
訪
れ
を
告

げ
ま
す
。

ま
た
、
横
沢
入
は
ヤ
マ
ト
セ

ン
ブ
リ
と
い
う
昆
虫
の
生
息
地

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
種
は
一

時
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
ま
し
た

が
、
横
沢
入
で
再
発
見
さ
れ
、

新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
生
物

が
生
息
す
る
横
沢
入
里
山
保
全

地
域
は
、
自
然
愛
好
家
や
生
物

学
者
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
場

所
で
す
。
四
季
折
々
の
自
然
景

観
と
生
物
多
様
性
が
調
和
す
る

こ
の
地
域
は
、
訪
れ
る
人
々
に

豊
か
な
体
験
と
癒
し
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
写
真
の
ト
ウ
キ
ョ

ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵
は
毎

年
３
月
頃
に
一
部
の
湿
地
帯
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

（
西
多
摩
医
師
会
・
神
應
知
道
）

194都
立
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
府
中
市
の
西
北
端
に
あ
る
７

８
９
床
（
結
核
病
床
・
精
神
病
床
・

感
染
症
病
床
含
む
）
の
急
性
期
病

院
で
す
。
同
じ
建
物
内
に
都
立
小

児
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

さ
ら
に
都
立
神
経
病
院
が
隣
接
し

て
、
３
つ
の
都
立
病
院
が
、
い
わ

ば
複
合
的
な
医
療
施
設
を
構
成
し

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
日
本
で
一

番
大
き
な
病
院
は
、
１
３
７
６
床

の
某
大
学
病
院
（
２
０
２
４
年
３

月
時
点
）
と
の
こ
と
で
す
が
、
多

摩
メ
デ
ィ
カ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス
の

３
つ
の
都
立
病
院
を
合
計
す
る

と
、
１
６
５
４
床
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
当
院
の
重
点
医
療
の

一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◉
救
急
医
療

前
身
の
都
立
府
中
病
院
は
、
早

く
か
ら
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指

定
を
受
け
、２
０
０
２
年
に
は「
東

京
Ｅ
Ｒ
」
を
開
設
し
て
総
合
的
な

救
急
機
能
を
強
化
し
、
そ
の
数
年

後
に
は
救
急
車
搬
送
数
日
本
一
を

記
録
し
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
の

改
築
移
転
に
よ
っ
て
小
児
救
急
が

分
離
さ
れ
、
単
体
で
の
救
急
車
搬

送
数
の
順
位
は
落
ち
ま
し
た
が
、

小
児
救
急
と
合
わ
せ
る
と
、
や
は

り
搬
送
数
は
都
内
有
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
、
最
後

の
砦
と
し
て
３
次
救
急
に
対
応
す

る
ほ
か
、「
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
」

と
称
し
て
、
都
内
外
か
ら
重
症
呼

吸
不
全
事
例
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
当
院
に
は
４
０
０
０
人
を
超

え
る
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
入
院
が

あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
人
工
呼
吸

器
や
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
を
用
い
た
重
症
患

者
の
治
療
に
お
い
て
は
、
数
も
救

命
率
等
の
治
療
成
績
も
日
本
有
数

の
実
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

１
次
、２
次
救
急
に
つ
い
て
も
、

医
師
が
救
急
部
門
に
常
駐
し
て
、

全
て
の
傷
病
者
を
受
け
入
れ
、
初

期
診
療
を
行
う
「
北
米
型
Ｅ
Ｒ
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
ベ
ッ
ド

状
況
等
に
よ
っ
て
、
し
ば
し
ば
制

限
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で

す
。
医
師
の
働
き
方
改
革
を
受
け

て
、
救
急
は
ま
す
ま
す
大
病
院
に

集
中
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す

が
、
当
院
に
お
い
て
も
働
き
方
改

革
は
大
き
な
課
題
で
す
。
今
後
は

さ
ら
に
地
域
の
病
院
と
の
連
携
を

推
進
し
、
病
院
救
命
士
等
の
力
も

借
り
て
、
ま
ず
は
受
け
入
れ
る
体

制
を
強
化
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◉
が
ん
医
療

当
院
は
、
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
、
幅
広

い
が
ん
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
手
術
数
で
わ
か
る
い
い
病
院
』

（
週
刊
朝
日
ム
ッ
ク
／
２
０
２
３

年
３
月
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
胃
が

ん
全
国
17
位
（
う
ち
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
11
位
）、
乳
が
ん
全
国
22
位
、

子
宮
・
卵
巣
が
ん
全
国
30
位
な
ど
、

手
術
数
も
全
国
レ
ベ
ル
で
す
。
治

療
の
進
歩
に
よ
っ
て
外
来
化
学
療

法
の
需
要
も
急
増
し
、
昨
年
（
２

０
２
３
年
）
に
は
外
来
化
学
療
法

セ
ン
タ
ー
を
27
床
か
ら
40
床
に
増

床
し
ま
し
た
。
放
射
線
治
療
に
お

い
て
も
、
最
新
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を

導
入
し
、
ま
た
小
線
源
な
ど
も
駆

使
し
て
最
適
な
治
療
を
追
求
し
て

お
り
ま
す
。
血
液
内
科
で
は
、
需

要
の
高
い
Ｃ
Ａ
Ｒ

─

Ｔ
療
法
の
準

備
を
終
え
、
近
く
開
始
の
見
込
み

で
す
。
ま
た
、
ゲ
ノ
ム
医
療
に
関

し
て
、今
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）

か
ら
自
施
設
で
エ
キ
ス
パ
ー
ト
パ

ネ
ル
を
主
催
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
２
０
２
５
年
の

春
に
は
、
現
在
建
設
中
の
別
館
に

多
摩
メ
デ
ィ
カ
ル
・
キ
ャ
ン
パ
ス

内
の「
都
立
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
」

の
機
能
を
統
合
し
て
、
消
化
器
内

視
鏡
や
乳
が
ん
な
ど
の
外
来
診
療

機
能
を
大
幅
に
増
強
す
る
予
定

で
す
。

◉
お
わ
り
に

東
京
は
人
口
当
た
り
の
医
師
数

が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
多
摩

地
域
に
限
れ
ば
全
国
平
均
を
か
な

り
下
回
っ
て
い
ま
す
。
大
病
院
も

少
な
く
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
大
学
病
院
本

院
群
と
Ｄ
Ｐ
Ｃ
特
定
病
院
群
を
合

わ
せ
て
７
施
設
（
２
０
２
３
年
４

月
時
点
）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
地
域
の
大
病
院
へ
の
需
要

は
非
常
に
大
き
く
、
ま
た
求
め
ら

れ
る
役
割
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
救
急
も
周
産
期

も
精
神
も
、
そ
し
て
が
ん
も
難
病

医
療
も
、
い
ず
れ
も
重
要
な
分
野

で
あ
り
、
手
を
抜
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
当
院
は
、
基
幹
的
な
公

的
病
院
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
他
施

設
と
の
連
携
や
役
割
分
担
を
推
進

し
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
と
タ
ス
ク
シ
ェ

ア
を
進
め
、
よ
り
効
率
的
に
需
要

に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
御
支
援
と
御
指
導
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

救
急
・
が
ん
・

働
き
方
改
革

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
病
院
機
構 

　
　
東
京
都
立
多
摩
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

 

院
長
　
樫
山
鉄
矢

趣 味 の 散 歩

生命の息吹を感じる里山
横沢入里山保全地域

毎
年
3
月
頃
に
見
ら
れ
る
馬
蹄
形
の

ト
ウ
キ
ョ
ウ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
卵

①
最
終
卒
業
校　
　

②
略
歴　
　

③
趣
味　
　

④
好
き
な
言
葉

地
区
医
師
会
新
会
長
紹
介

慶

應

医
師
会

佐さ

々さ

木き 

淳じ
ゅ
ん

一い
ち

 

（
救
急
科
）

①
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

② 

慶
應
医
師
会
理
事
、
都
医
救
急
委
員

会
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
運
用
部
会
委

員
、慶
應
義
塾
大
学
病
院
副
病
院
長
、

東
京
都
熱
傷
救
急
連
絡
会
会
長
、
東

京
都
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
専
門
委
員
会
委
員

③
旅
行
、
読
書　

④
初
志
貫
徹
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水川眞二郎北多摩医師会

　絶え間なく左右に動くワイパー越しに見える緩やかな登りの坂
道、夕暮れと雨で窓の外は灰色の絵の具で満たされた様な景色、以
前も土砂降りの雨の中その坂を車で走っていた感覚が湧いてきた
が、これはデジャブではない。その坂は中央線の日野駅を八王子方
面に越えた場所で、自分が小学校1～2年の頃の記憶だったと思う。
黄色っぽいベージュ色の車体は現在の車によくあるようなメタリッ
ク色でなく厚ぼったさを感じる塗装のカローラ、右を向くと隣で白
衣を着たまま運転をしている叔母がおり、自分の記憶でははるかか
なたの年上の医者と思っていたけれど50歳前後だったと思う。車
の後ろにはいつも黒い往診カバン、薬などが無造作にちらばってお
り、薬品や消毒液なのか独特の甘い匂いがあったのを覚えている。
いつも鍵は刺したまま、ドアの鍵も閉めずに車から離れていっ
た。一軒家の滑りの悪いガラスの引き戸を開けた叔母の後か
ら自分も家の中に入っていった。その家ではいつもお菓子を
出してくれて、それが楽しみでついて行っていたのかもしれ
ない。お菓子を食べながら叔母のすることをなんとなく見て
いた。分厚いガラスの注射器、ブスコパン、ネオレス、よく
使う薬の名前は自然に覚えていた。鴨井に針金のハンガーを
まげてガラス瓶の点滴をつるしていたのを覚えている。畳の
部屋には横になったお年寄り、若いお母さんや子供がいるこ
とが多かったと思う。500ml程度の点滴で終末期を迎えるの
がちょうどいいと、経験的に分かっていたのかもしれない。
診療が終わる頃には暖かいお湯が入った洗面器にタオルを出
してくれていた事を覚えている。点滴瓶が空になった後の針
の抜き方を家族に教えて叔母は次の往診先に向かっていった。
　50数年後、晴れた日の午後、午前中の診療が終わってから
昼休みに自転車で患者さんの往診。独居の認知症の患者さん
宅ではヘルパーさんや、訪問看護の看護師さんが待機してく
れて診察することができる。家の中は昔の記憶と違い家族も、
柴犬もいないが生活を支えてくれる人々がおり、自宅で暮ら
すことができている。犬は外の犬小屋で飼われていたことが

多かったと思う。昭和55年（1980年）の統計では日本の全世帯数の
50％は三世代世帯であったが、令和元年（2019年）には三世代世帯
は全世帯数の9％まで減っており、単独世帯と夫婦二人暮らしの世
帯が全世帯数の60％を超えるようになっている。在宅医療、介護保
険制度などの変化はあるが、50数年前と同じように青いハンガーで
点滴、ピンクのハンガーの時もある。さすがに子供を往診に連れて
行くなど滅茶苦茶なことは許される時代ではないけれど、母校のク
リニカルクラークシップの実習で自分の診療所を選んでくれた学生
が12月に来る予定とメールが届いていた。お菓子は出せないけど
ハンガーをもたせて連れて行こうと考えている。
 （「北多摩医師会報」2023年11月 第617号より抜粋）

記憶

西東京市医師会

　健康寿命を延ばし、生活の質を保ちながら永く暮らせるように、駅の階段に利用を促進するラッ
ピングをしてフレイル予防に取り組もうと動き出して4年、鉄道会社との話し合いが進まない中、西
東京市からペデストリアンデッキの階段（駅前の歩道橋）なら市としても協力できるかもしれないと
の提案がありました。
　令和5年（2023年）10月、ついに、田無駅の1本目の階段ラッピングが完成、西東京市シティロゲ
イン2023のチェックポイントにもして頂き、多くの方に見て頂くことが出来ました。見ている方は
居てもあまり上っている方が居ないのは寂しいので、会員の先生方には是非上って頂きたいです。
　今後、田無駅2本目、保谷駅でもペデストリアンデッキの階段にラッピングを行って参ります。
　駅を訪れる皆様に活用いただき、元気の素となれれば幸いです。
 （「西東京市医師会報」2024年1月 第85号より抜粋）

フレイル予防事業
「階段プロジェクト」（公益事業）
への取り組み

ふれあいポスト 各地区会報から

夕焼けの帰港 練馬区医師会  鄭正舟

7月。新潟港に帰航するフェリーから観た出航の船が太陽の逆光に入ったタイミング
を測りシャッターを切った何枚かのうちの一つ。



5 令和6年5月15日 都 医 ニュース  第699号

　

筆
者
は
、
日
本
医
師
会
の
未
来
医
師
会
ビ
ジ
ョ
ン
委

員
会
に
参
加
す
る
機
会
を
頂
き
、
松
本
吉
郎
会
長
か
ら

諮
問
「
若
手
医
師
の
期
待
に
応
え
続
け
て
い
く
医
師
会

の
あ
り
方
」
を
受
け
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
横
倉
義
武
名
誉
会
長
か
ら
「
日
本
の
医
療
と
医
師

会
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
日
本
医
師
会
の
歴
史
に
つ
い

て
ご
講
演
賜
り
、
大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

明
治
元
年
に
西
洋
医
学
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
、
全
国
に
さ
ま
ざ
ま
な
医
師
の
団
体
が
出
来
ま
し
た

が
、
大
正
５
年
に
北
里
柴
三
郎
会
長
を
筆
頭
に
大
日
本

医
師
会
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
。
大
正
12
年
に
日
本
医
師

会
と
な
り
、戦
後
の
昭
和
22
年
に
再
発
足
し
た
こ
と
や
、

戦
後
の
日
本
の
医
療
を
支
え
た
歴
代
会
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
こ
と
。
例
え
ば
、
武

見
太
郎
先
生
が
地
域
内
の
医
師
と
住
民
の
結
び
つ
き
が

非
常
に
大
切
で
あ
る
と
昭
和
30
年
代
に
既
に
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
り
、
武
見
先
生
の
時
代
に
国
民
皆
保
険
制

度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
。
村
瀬
敏
郎
先
生
が
「
か
か
り

つ
け
の
医
師
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
使
わ
れ
た
こ
と

や
、唐
澤
祥
人
先
生
が
「
医
療
の
基
本
は
地
域
」
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
。
先
達
か
ら
の
日
本
の
国
民
を
守
る

と
い
う
思
い
を
受
け
継
い
だ
、
日
本
医
師
会
綱
領
の
制

定
な
ど
、
横
倉
先
生
が
会
長
で
あ
ら
れ
た
時
の
話
も
伺

い
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
、
国
民
皆
保
険
制
度
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
、
か
か
り
つ
け
医
の
概
念
も
、
多
く
の
先
達
の

思
い
や
考
え
と
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
経
て
形
成
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
超
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
働
き
方
に
対
す
る
多
様
な
考

え
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
技
術
革
新
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

の
変
化
が
医
療
に
生
じ
る
際
、
医
療
の
あ
る
べ
き
姿
を

ど
う
考
え
、
医
師
と
し
て
ど
う
振
る
舞
う
か
、
医
の
倫

理
を
考
え
る
た
め
に
、
私
は
医
師
会
の
歴
史
を
知
る
こ

と
は
と
て
も
重
要
で
道
標
に
な
る
も
の
だ
と
あ
ら
た
め

て
感
じ
た
次
第
で
す
。

 

（
木
山
信
明
）

無 声 拝 聴 医療と国民を守る
歴史に触れ

知ってますか？

1971年8月にスタンフォード大学で行
われた、有志の被験者を看守役と囚人
役に分けて行われた心理学の実験で、
看守役が囚人役に暴力で罰を与えるま
でに及ぶ結果となった。人間が権力を
握ると暴走することを如実に表してお
り、医師も健康保険などの仕事で権力
側に回ることもあるので注意したいも
のである。

スタンフォード監獄実験

問
合
先

慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内
生涯教育研修セミナー事務局
TEL：03-5363-3611　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp

日時▶6月8日（土）15：00～18：00
形式▶WEB配信
講演会▶「眼科医療の最前線」
モデレーター▶根岸一乃（慶應義塾大学医学部眼科学教室 教授）
対象▶慶應義塾大学医学部、三四会、慶應医師会、慶應義塾大学関連・紹介病院、東京
都地区医師会に所属する医師
取得単位▶日医生涯教育制度1.5単位（CC:0）
参加費▶無料・事前登録制（申込多数の場合は先着順となります）
※ 詳細は慶應義塾大学医学部のWEBサイト（https://www.med.keio.ac.jp/）の「ニュース」にて後日お知
らせします。
次回開催予定▶10月26日（土）

第133回 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　顧みられない熱帯病（Neglected Tropical Diseases, NTDs）は、主
に熱帯地域に分布する20の疾患であり、世界では人口の1/4がこ
れらのいずれかに感染している。熱帯病でしかも顧みられないと
なると、我が国では遠い国での出来事に思えるが、しばしば遭遇
する。いや、その再会に気付かないまま通り過ぎてしまっている
とも言える。
　シャーガス病はトリパノソーマという寄生虫によって引き起こ
される。中南米が流行地で、当地域からの移民の1～4％は本寄生
虫に感染している。日本には26万人の中南米移民が在住している
ため、ざっと3,000人の感染者が存在する計算になる。
　シャーガス病に遭遇する可能性がもっとも高い診療科は、意外
にも循環器内科である。初感染から数十年を経て心不全や不整脈、
心室瘤を起こすためである。次いで多いのは巨大食道症、巨大結
腸症などの腸管拡張である。いずれも積極的に疑わない限り診断
に辿り着くのは難しいだろう。中南米からの移民の患者の診察で
は、トリパノソーマが感染している可能性を常に頭に置いておく
必要がある。診断は抗体検査が有用であるが、残念ながら現時点
で保険収載されているものはない。臨床研究の一環として診断に
取り組んでいる機関があるため、そこに相談する必要がある。
　本疾患の伝播は吸血昆虫のサシガメによるため、ベクターによ
る国内での感染伝播はまず起こらない。しかし、経胎盤感染の確
率は5％、また血液中に存在する小数のトリパノソーマ原虫による
感染も起こりうる。献血血液でのスクリーニングは我が国ではす
でに実施されているが、臓器移植に伴う感染が国外で報告されて
おり、今後注意が必要である。 （文責：美田敏宏）

顧みられない熱帯病は日本にもある

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

各種届出に必要な書類は、ホームページよりダウンロードできます

～加入資格を喪失した場合は、必ず届出が必要です～

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433（業務課）

下記に該当した場合は、添付書類、保険証とともに医師国保組合へ届出をお願いいた
します。
〈資格喪失の届出が必要な場合〉
　○ 第1種・第3種組合員（医師）が医師会を退会、又は医療の業務に従事しなくなっ

たとき
　○第2種・第4種組合員（従業員）が退職したとき
　○家族が世帯から転出したとき
　○定められた地区外に住所を異動したとき
※マイナンバーカードを保険証として利用している場合も、これまで通り届出が必要です。

※保険証は返還してください

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
課 

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１

開 催 期 日 テーマ
5月30日（木） 睡眠障害・睡眠呼吸障害と高齢者
7月11日（木） 難治性気管支喘息の診断と治療
10月31日（木） 関節炎の診断と治療
12月12日（木） 認知症治療

時　　間 ■ 14:00～17:00　　　
開催方法 ■ WEB配信（Webex）のみ（予定）
問 合 先 ■ 東京都医師会 広報学術課　TEL：03-3294-8821（代）

※最新情報は東京都医師会ホームページをご確認ください。

令和6年度

「日本医師会生涯教育講座」
スケジュール
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中央区には中央区医師会と日本橋医師会の2つの医師会が

あり、地名に日本橋とつく地域と八重洲1丁目の医療機関が日

本橋医師会に所属しています。

日本橋は、その中央に日本国道路元標が設置され、古くは

五街道の、現在は主要国道7路線の起点となっています。夢と

希望と少しの不安を胸に抱き旅立ち、経験や知識技術を身に

つけ、また日本橋を目指して帰ってきた古の人の姿を目に浮か

べると、時空を超えたロマンを感じます。

その元標の周りにデザインされている葉は榎という木の葉で

あり、この榎が道しるべとして一里ごとに植えられ、遠くから

でも旅人の目印になったことから、日本橋医師会のロゴマーク

にも榎の葉を配しています。

また、現在でも東京駅や東京シティエアターミナル（T-CAT）

など陸と空の日本の玄関口となっているため、インバウンドの

方々も多く来られ、銀座・日本橋・人形町などはコロナ禍前の

活気を取り戻しています。ただそうなれば、外国人医療の問題

や、新興感染症などさまざまな問題を想定しなければなりませ

ん。これらに対して行政や近隣医師会と十分に対策を考えてい

く必要があります。

皆様もご存じのように、日本橋には創業300年を超えるよ

うな老舗が数多くあり、その伝統は大切にしつつ、常に良い物、

新しい物を取り入れようとして努力しています。私ども日本橋

医師会もSDGsの考えを取り入れ、デジタル化、ペーパーレス

化を進めてまいりました。そして6年前には役員全員へiPad 

Pro®を貸与し、アプリケーションにはEvernote®を使用し、

紙媒体では難しかった写真・動画の保存・閲覧なども簡単に行

えるようになりました。

その後、コロナ禍に見舞われた際にはこの時の蓄積が大変

役に立ち、理事会を感染が始まった初期から完全オンライン

化とすることが出来、感染対策を取ることが出来ました。また、

学術講演会もZoom®を用いて遅滞なく開催することが出来ま

した。感染が落ち着いた現在においても学術講演会は、講師

がどこにいても（例え海外でも）、聴衆がどこにいても、十分

な講演と議論が行えることが分かり盛んになってきています。

このように当会では現在で言うところの医療DXを進めて来

ましたが、一方でやはり大切なことは「顔の見える」地域医療

連携だと考えます。

その一つとして、日本橋医師会人形町ビル内に「東京中央

地域産業保健センター（地産保）」を開設しています。こちらは

千代田区、神田、文京区、小石川、中央区、日本橋の６医師

会が共同参画し、日本橋医師会が幹事役を務めています。地

域には大企業の本社・支社なども多数ありますが、その一方

で従業員50人未満の企業が80％も占めるため、地産保は産

業医の選任義務のない小規模事業者の相談や面談にあたって

います。また、産業医を中心に年２回産業医研修会を開催し、

多くの方々にご参加いただき、ご好評をいただいていると自負

しています。

さて、最後になりますが、「顔の見える」医療連携において、

最も大切なことは大災害が起こった時です。最近の能登半島地

震のように、東京にもいつ大規模災害が発生しないとも限りま

せん。そのような時こそ日頃からの信頼関係が必要だと考えて

います。お互いに「自助、互助、共助、公助」の意識を高め、

準備と信頼関係を深め、自分を守り、仲間を助け、地域住民

を助けていく力を今こそ持たなければなりません。私ども医師

会も多様性を持ちながら、地域に信頼されるよう努めていく所

存です。

地区医師会長からの一言
日本橋医師会の取り組み
日本橋医師会長　竹内聡美
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